
４Ｋ時代 （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２０１３．４．４） 

 

 今日は私の４月の最初の担当になりますので、それにあやかって４Ｋ、さらに今日

は４日なので、もうひとつ４Ｋを足して８Ｋの話をしたいと思います。 

 ４Ｋとか８Ｋと言ってもダルビッシュの三振の数ではなく、これから登場する新し

いテレビジョン放送の話です。 

 現在、ほとんどの一般家庭で御覧になっているテレビジョンは２Ｋという規格です。 

 Ｋというのはキログラムのキロと同じ１０００を表す単位ですが、現在のテレビジ

ョンは横１９２０、縦１０８０で掛算すると２０７万の画素といわれる小さな点の集

まりで映像を表現しています。 

 その横の画素数が約２０００なので２Ｋと表現しているわけです。 

  

 その数を横３８４０、縦２１６０と、それぞれ２倍にし、掛算して８２９万の点で

表すテレビジョンにしようというのが４Ｋテレビジョンで、さらに２倍にして横の画

素数を８０００、縦を４０００にしようという規格が８Ｋテレビジョンです。 

 昨年７月に、ようやく地上デジタル放送への切り替えが完了し、家庭でも受像機を

買い替えて一安心したのに、なぜ新しく切替えるのかと疑問に感じられる皆様も多い

かと思いますが、いくつかの理由があります。 

 もっともな理由は家庭の受像機も全体としては大型になり、５０インチ以上を使用

している家庭も多くなってきたため、２Ｋの画像では粗さが目立つので、より高精細

な画像を提供しようということです。 

 

 第二は現在の２Ｋの受像機の販売競争では、日本のメーカーが韓国や中国のメーカ

ーに追いつき追越されて苦戦しているので、新しい技術開発を日本が先導して国際標

準を握り、再度、逆転したいという思惑です。 

 実際、４Ｋでは遅れていると思われていた韓国が昨年１０月から実験放送を始めて

おり、のんびりしておられないという状況です。 

  

 第三はテレビジョン離れを防ぎたいという思惑です。立体画像を見る３Ｄテレビジ

ョンがまったく人気がなく期待はずれに終わったので、その代替としてスマートテレ

ビジョン構想が登場しています。 

 これはテレビジョンに情報を送る回線をテレビジョン専用の電波や有線ケーブル

ではなく、インターネット回線にして、ＰＣやタブレット端末と互換性をもたせたい

という訳です。 

 そしてデジタルカメラも１２００万画素が普通になり、家庭のテレビジョン受像機

に映して見るのに、２Ｋの２００万画素程度では見劣りしてしまうという事情もあり

ます。 

 これらの課題に対して４Ｋでまとめて対応しようというわけです。 



 

 すでに東芝は一昨年１２月、ソニーは昨年１１月、シャープは今年２月に試作機に

近い商品として４Ｋ受像機を発売していますが、東芝は５５インチで３３万円と何と

か手が届きそうな値段ですが、ソニーは８４インチで１６８万円、シャープは６０イ

ンチで２６２万円と、まだまだという段階です。 

 やや無理な感じがするにもかかわらず各社が技術開発をしている背景には映画の

分野で４Ｋが急速に普及しはじめているからです。 

 

 ご存知の方も多いかと思いますが、フィルムを上映している映画館が次第にデジタ

ル映画を４Ｋのデジタルプロジェクターで投影する方向にあり、昨年では世界にある

１５万スクリーンのうち、９・６％の１万４４００スクリーンが４Ｋ、３０％の４万

７０００スクリーンが２Ｋのプロジェクターを使用しており、５年後の２０１８年に

は４０％が４Ｋ、４０％が２Ｋのプロジェクターを使用するデジタル映画時代になる

と予測されていますので、その分野も視野に入れれば一石二鳥の技術開発というわけ

です。 

 

 そこで総務省は来年ブラジルで開催されるサッカーワールド大会の時期に４Ｋテ

レビジョンの試験放送、３年後の２０１６年のリオデジャネイロ・オリンピック大会

の時期には次のＣＳ放送衛星も打上げられるので、それに合わせて８Ｋの試験放送を

実施し、２０２０年の東京オリンピックで本放送に移行したいという見取り図を描い

ています。 

 日本のサッカー代表チームがブラジルの大会に出場し、予選リーグを勝ち上がるこ

とや、東京オリンピックの誘致に成功することは日本のスポーツ界の発展のためだけ

ではなく、電子機器業界の発展にも重責があるのです（笑）。 

 

 しかし問題がないわけではありません。 

 まず些細ですが重大な問題は置き場所です。 

 ４Ｋや８Ｋの画像を５０インチ以下の受像機で眺めても、２Ｋの画像と代わり映え

がしないので、１００インチ近い受像機がお薦めになります。 

 我が家では地上デジタル放送に合わせて、無理矢理５０インチを買いましたが、人

間は居間の片隅に押しやられて肩身の狭い想いで眺めているのが実情です。 

 失礼ながら、都会の多くのご家庭では同じような事情ではないかと思います。 

 さらに、心理学の分野にウェーバー・フェヒナーの法則といわれる原理があり、人

間に与えられる物理的な刺激量と人間が感じ取る心理的な感覚量との間には対数関

係にあるという内容です。 

 分かり易い例で御紹介しますと、毎日のお小遣いが１００円の子供に追加で１００

円をあげると２倍になったと大喜びですが、お小遣いが１０００円の大人に１００円

を渡しても喜んで貰えず、１０００円をあげて２倍になると、子供と同じように喜ん



でくれるということです。 

 つまり、２Ｋを４Ｋにし、さらに８Ｋにしても、それほど感激は増えていかないと

いうわけです。 

 

 しかし何と言っても最大の問題は、現在のテレビジョン放送業界が４Ｋに耐える番

組が提供できるかという問題です。 

 映画ではほんのわずか４Ｋで撮影した番組が登場していますが、それほど人気にな

っていません。 

 かつてアメリカのマサチュセッツ工科大学のメディアラボを創設したニコラス・ネ

グロポンテ教授がハイビジョンの問題を指摘した名言を紹介して終わりたいと思い

ます。 

 「貴方は退屈な番組を高精細な画面で眺めるのと、画面は十分に美しくはないが面

白い番組を眺めるのと、どちらを選択しますか？」というわけです。 

 


